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音声合成の基礎

人間の音声と機械が作った音声を

区別できるか？

様々の場面で使われ始めている音声合

成技術。最新技術により合成した音声は、

人間の音声と区別がつかない程、高品

質になっています。ここでは、音声合成

の進展を紹介します。

研究内容

どんな研究？ 何ができる？

• お喋りする人工知能の実現

• ナレーション、アナウンス、エンターテイ

ンメントへの活用

• 音声対話システムの基礎技術

変換

小さな鰻屋に，熱気のようなものがみなぎる

音声合成の進展

小さな鰻屋に，熱気のようなものがみなぎる

文章の言語的情報抽出

言語的情報と音響的特徴量の対応付け

音声の音響的特徴量抽出

言語処理

機械学習

信号処理

音響的特徴量

言語特徴量

入力層

出力層

中間層

・・・・・・合成音声

音声データ

:音響特徴量

出力確率
（ガウス分布）

状態遷移確率

1音素のモデル（例: /a/）

Xin Wang, Hieu Thi Luong, 高木信二, 山岸順一

• 音声波形の素片を接続
• どの素片を利用するか

• 音色や声の高さは？素片同士の接続は？
• 大量の音声データが必要，韻律に問題

状態の集合

• 隠れマルコフモデルで可変長の音響特徴量をモデル化
• テキストから音響特徴量の変換に決定木利用

先行音素は母音?

yes no

• テキストから音響特徴量の変換に
ニューラルネットワークを利用

• 音響特徴量から音声への変換にも、ボコーダでなく
ニューラルネットワークを利用

• DNN音声合成と組み合わせテキストから音声を生成
• 人間のような高品質音声を合成

• Bi-directional LSTMの利用
• 時系列データに適したモデル

• 音響特徴量から音声の変換に
ボコーダ（信号処理）を利用
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